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ＦＥＢＲＵＡＲＹ長島
な     が     し     ま

広報

２

ボ
ク
ら
も
町
を
守
っ
て
い
る
ヨ

　

１
月
12
日
、
平
成
26
年
長
島
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
、
あ
お
い
幼
稚
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
に
よ
る
観
閲
に
、
観
衆
か
ら
は
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。（関

連
記
事
＝
P
２
）



安
心
安
全
願
い
空
高
く
放
水
平
成
26
年
長
島
町
消
防
出
初
式

　

１
月
12
日
、
平
成
26
年
長
島
町
消

防
出
初
式
が
鷹
巣
運
動
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
諏
訪
義
則
長
島
町
消
防

団
長
を
は
じ
め
総
員
４
０
６
人
の
消

防
団
員
ら
が
出
席
し
、
各
分
団
の
観

閲
行
進
、
団
旗
入
場
の
後
、
川
添
健

町
長
に
人
員
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

あ
お
い
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
観
閲
、
蔵
之
元
小
学
校
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
通
常
点
検
、
各
分
団
の
通

常
点
検
お
よ
び
機
械
器
具
点
検
も
行

わ
れ
た
ほ
か
、
町
内
の
児
童
生
徒
ら

の
防
火
防
災
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
や
消

防
団
に
永
年
勤
続
し
た
団
員
ら
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
健
町
長
は
「
町
民
の
生
命
や

財
産
の
保
護
と
い
う
使
命
を
果
た
す

た
め
の
活
動
に
感
謝
し
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
安
心
、
安
全
と
信
頼
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ぬ
精
進
を
期
待
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
各
分
団
に
よ
る
放
水
競

技
と
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
観
客
ら

を
魅
了
し
ま
し
た
。

◇消防庁長官表彰◇
　永年勤続功労章（25 年勤続）
　竹上　直登　　松尾　安　　　竹山　司郎
◇鹿児島県消防協会総裁表彰◇
　功績章（20 年勤続）                      冷水　周次
　精績章（15 年勤続）
　　川　真一　　梅川　和文　　山下　俊弘
　尾﨑　伸也　　町口　勇一　　平田　淳造
◇鹿児島県知事表彰◇
　永年勤続（10 年勤続）
　上野　智博　　中野　定博　　米尾　定固
　宮内　盛男　　竹之内信一郎　　小屋　昭彦
　内田　秋宏　　瀬嵜　賢治　　浦上　　剛
　鈴木　一平　　敷根　隆貴
◇鹿児島県消防協会出水支部表彰◇
　永年勤続（15 年勤続）
　瀬ノ口政輝　　大西　誠一
　優良団員（10 年勤続）
　竹口　浩和　　井上　一洋　　藤川　一也
　川畑　光也　　小城　　剛　　田原　和隆
　山上　　優　　肥田　孝幸　　山下　伸一
　島田　和広　　浜　　常満　　松原　勝喜
　村本　成人　　濵田　将尚　　福浦　誠吾
　礒永　慎也　　飯田　重一
◇長島町長特別表彰◇
　永年勤続夫人（15 年勤続）         瀬ノ口恵子

○放水競技結果○

１位　山門野分団

２位　中央分団

３位　平尾分団

◇長島町長表彰◇
　永年勤続（10 年勤続）
　竹口　浩和　　井上　一洋　　藤川　一也
　川畑　光也　　小城　　剛　　田原　和隆
　山上　　優　　肥田　孝幸　　山下　伸一
　島田　和広　　浜　　常満　　松原　勝喜
　村本　成人　　濵田　将尚　　福浦　誠吾
　礒永　慎也　　飯田　重一
◇長島町消防団長表彰◇
　優良団員（7 年勤続）
　増田　勝幸　　山下　昌俊　　牧　　達哉
　田中　　修　　波戸　秀雅　　豊田　宏光
　濵﨑　隆二　　西崎　　卓　　川畑　雄一
　柏木　悠肇　　古田　陽介　　石原　康弘
　小城　忠弘　　岩下　幸裕　　石田　　穣
　邑山　進三　　鴨川　一平　　西崎　幸治
　白石　隆浩　　濵　　史郎　　小畑　利文
　肥田　勇人　　梅川　　稔　　松岡　慶太
　町田　直人　　大平　伸也　　中村　保憲
　小川　智弘　　浦上　成章　　宮内也寸志
　増田　卓也　　小屋　正隆　　佐々木真吾

↓
一
斉
に
色
鮮
や
か
な
放
水
を
行
う
団
員
ら

↑会場を沸かせた放水競技
↑蔵之元小学校少年消防クラブ
　による通常点検

↑
勇
ま
し
く
行
進
す
る
団
員
ら

藤ハ
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夢追い続ける二十歳の笑顔 平成 26 年長島町成人式

　

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
平
成
26
年
長

島
町
成
人
式
が
１
月
４
日
、
町
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
４
月
か
ら
同
６
年
３
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
新
成
人
１
２
８
人
を
対

象
に
行
わ
れ
、
当
日
は
町
内
外
に
在
住

す
る
１
１
２
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
羽
織
は
か
ま
に
鮮
や
か
な

振
り
袖
姿
の
新
成
人
、
こ
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
保
護
者
ら
が
集
ま
り
ま

し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
、
旧
友
ら
と
記
念

撮
影
や
昔
話
な
ど
し
て
懐
か
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
健
町
長
が
「
夢
は
必

ず
実
現
し
ま
す
。
夢
に
向
か
っ
て
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
、
新
成
人
を
代
表
し
て
塩
見
眞
さ
ん

（
汐
見
）
が
「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
親
や
地
域
の
か
た
が
た
に
感
謝
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
社
会
を
担
う
一
員
と
し

て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
恩
返
し

を
し
た
い
で
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

記
念
品
目
録
と
し
て
町
か
ら
新
成
人

へ
筆
記
具
が
授
与
さ
れ
、
新
成
人
か
ら

町
へ
車
い
す
５
台
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
成
人
の
山
下
真
之
介
さ
ん（
薄
井
）

は
「
大
人
の
階
段
の
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
す
。
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
い
い
大

人
に
な
り
た
い
で
す
」
と
、
関
朱
里
さ

ん
（
蔵
之
元
）
は
「
一
人
の
大
人
と
し

て
日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

満
面
の
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

↑仲間と一緒にハイ、チーズ！↑笑顔で記念撮影する新成人

鷹巣・川床・獅子島
中学校卒業生

長島・平尾中学校卒業生
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第
12
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

寒
さ
に
負
け
ず
笑
顔
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

１
月
18
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
前
を

ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
、
第
12

回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
が
あ
り

ま
し
た
。

　

小
浜
崎
古
墳
群
（
小
浜
）
で
折
り

返
す
６
㌔
コ
ー
ス
と
、
長
崎
鼻
灯
台

（
唐
隈
）
で
折
り
返
す
12
㌔
コ
ー
ス

に
、
県
内
外
か
ら
１
４
０
０
人
余
り

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
冷
た
い
北
風
が

吹
き
、
ス
タ
ー
ト
直
前
に
は
雨
も
降

り
だ
し
ま
し
た
。
歩
き
始
め
る
と
時

折
日
差
し
が
照
り
つ
け
、
参
加
者
は

額
の
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
ら
は
、
沿
道
の
ス
イ
セ
ン
の
花

や
国
道
か
ら
の
景
色
を
眺
め
、
思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

長
崎
鼻
灯
台
で
は
、
串
木
野
海
上

保
安
部
に
よ
る
灯
台
の
一
般
公
開
が

行
れ
て
お
り
、
参
加
者
ら
は
灯
台
に

登
り
絶
景
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

出
水
市
か
ら
６
㌔
コ
ー
ス
に
参
加

し
た
木
原
美
佐
子
さ
ん
、
坂
上
豊
子

さ
ん
、田
中
和
子
さ
ん
の
３
人
は「
海

を
眺
め
な
が
ら
の
コ
ー
ス
は
最
高

だ
っ
た
。
最
後
の
坂
が
き
つ
か
っ
た

け
ど
、
無
事
に
ゴ
ー
ル
で
き
て
ホ
ッ

と
し
た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
」
と

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

↑満開となりこうべを垂らす、スイセンの花

↑傘やかっぱで雨をしのぎながらのスタート

↑コース途中の古墳を見学する参加者（6 ㌔コース）

↑
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
み
せ
る
子
ど
も

　

た
ち　
（
12
㌔
コ
ー
ス
）

↑
ゴ
ー
ル
後
は
お
楽
し
み
の
抽
選
会
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太
陽
の
下
、
山
頂
目
指
し
歩
を
進
め
る

獅子島ウォーク 2014

　

２
月
２
日
、
獅
子
島
の
七
郎
山

山
頂
を
折
り
返
し
、
延
べ
13
㌔
の

道
の
り
を
歩
く
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
４
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
５
０
０
人
余
り
の
応
募
の
中
か

ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
約
６
０
０
人
が

参
加
。
定
期
船
や
臨
時
船
な
ど
を
利

用
し
、
諸
浦
港
の
ほ
か
中
田
港
（
天

草
市
）、
水
俣
港
（
水
俣
市
）
か
ら
、

ぞ
く
ぞ
く
と
参
加
者
が
獅
子
島
に
入

島
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
川
添
健
町
長
が

「
獅
子
島
は
景
色
も
よ
く
、
美
味
し

い
特
産
品
も
た
く
さ
ん
。
見
て
、
食

べ
て
楽
し
ん
で
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
27
年
度
、
県
主
催

で
行
わ
れ
る
国
民
文
化
祭
に
つ
い
て

も
触
れ
「
鹿
児
島
、
長
島
か
ら
地
域

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
体
を
動
か
す
と
汗
ば

む
よ
う
な
陽
気
に
恵
ま
れ
、
参
加
者

ら
は
歩
き
始
め
る
と
、
袖
を
ま
く
っ

た
り
上
着
を
脱
ぎ
腰
に
巻
き
つ
け
た

り
、
中
に
は
半
袖
姿
に
な
る
人
も
い

ま
し
た
。
収
穫
を
ほ
ぼ
終
え
た
特
産

の
み
か
ん
畑
や
天
草
の
景
色
な
ど
を

観
な
が
ら
、
山
頂
ま
で
の
急
な
勾
配

を
一
歩
ず
つ
進
め
ま
し
た
。

　

霧
島
市
溝
辺
町
か
ら
参
加
し
た
西

中
間
新
一
さ
ん
、
さ
ゆ
り
さ
ん
夫
婦

は
「
今
回
で
５
回
目
だ
け
ど
、
七
郎

山
往
復
の
コ
ー
ス
は
初
め
て
。
山
頂

の
階
段
が
一
番
疲
れ
た
が
、
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
て
い
て
驚
い
た
。
久
し

ぶ
り
の
獅
子
島
は
海
が
き
れ
い
で
し

た
」と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

↑ゴール後は疲れも吹き飛び、みな自然と笑顔に

↑天長フェリーを降りて、ぞくぞくと入島する参加者

↑参加者を前に国民文化祭を PR する川添健町長

↑一斉にスタートする参加者

↓
た
わ
わ
に
実
っ
た
甘
夏
を
眺
め
楽
し
む
参
加
者
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i n f o r m a t i o n

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理 し尿処理費 公債費 その他

858 円 666 円 3,657 円 942 円 1,671 円 3,771 円 40 円

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
24
年
度
の
当
組
合
歳

入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、

10
億
７
２
５
３
万
８
千
円
で
、
歳

入
の
主
な
も
の
は
各
市
町
か
ら
の

負
担
金
、
地
方
交
付
税
お
よ
び
使

用
料
な
ど
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
、

10
億
４
１
０
７
万
５
千
円
で
、
歳

出
の
主
な
も
の
は
、じ
ん
か
い（
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
処
理
、
し
尿

処
理
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛

生
費
、
組
合
の
借
金
返
済
に
充
て

ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認

定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生

費
、
圏
域
（
２
市
１
町
）
の
振
興

整
備
の
事
業
推
進
に
使
わ
れ
る
振

興
整
備
事
業
費
、
議
会
費
お
よ
び

総
務
費
で
す
。

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

決
算
状
況
を
公
表
し
ま
す

平成 24年度決算状況

歳入歳出
10 億 7253 万 8 千円10 億 4107 万 5 千円

分担金および負担金
7 億 8137 万 9 千円

衛生費
5 億 6250 万 4 千円

地方交付税 ( 注 )
2 億 1307 万
5 千円

繰越金
3242 万 3 千円

財産収入
275 万

使用料および手数料
2328 万 5 千円

諸収入
1962 万 6 千円

公債費
3 億 3825 万
9 千円

民生費
5972 万 8 千円

総務費
7701 万 1 千円

振興整備事業費
275 万円

議会費
82 万 3 千円

　　（歳入）　　　　　   （歳出）　　　（ 次年度へ繰越）
1,072,538,000 円－ 1,041,075,000 円＝ 31,463,000 円

出水地区の住民１人当たりに使われた金額 11,605 円
（人口 89,710 人　平成 25年 9月末現在）

負担金内訳
長島町　：1 億 3169 万 5 千円
出水市　：4 億 5638 万 6 千円
阿久根市：1 億 9329 万 8 千円

( 注 ) 地方交付税：起債償還に充当される
　　　　　　　　  国からの財源措置分
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長島町農畜産物処理加工施設の指定管理者募集
　

町
で
は
、
農
畜
産
物
処
理
加
工

施
設
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

運
営
す
る
、
法
人
お
よ
び
そ
の
他

の
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

農
畜
産
物
処
理
加
工
施
設
は
、

町
内
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
な

ど
を
加
工
し
、
付
加
価
値
を
つ
け

て
販
売
す
る
こ
と
で
、
人
と
町
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
の
創
意
工
夫
で
加
工
品
の

新
規
開
発
や
食
農
教
育
を
図
り
、

人
と
町
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

環
境
セ
ン
タ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
４
月
１
日
か
ら

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
環
境
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩
の
使
用

料
を
、
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

現　行

（3 月 31 日まで）
500 ㌕まで 500 円

500 ㌕を超える場合は、500 ㌕

ごとに 1,000 円加算する

改　定

（4 月 1 日から）
500 ㌕まで 510 円

500 ㌕を超える場合は、500 ㌕

ごとに 1,020 円加算する

◎問い合わせ先
　北薩広域行政事務組合
　環境センター　☎（75）0739
　リサイクルセンターエコリア北薩　☎（84）4111

必ずチェック　最低賃金
鹿児島県最低賃金が時間額 665 円に

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
平
成
25
年

10
月
27
日
か
ら
時
間
額
６
６
５
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
下
の
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
別
に
定
め
る
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当
す

る
場
合
は
、
当
該
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働
者
に

対
し
て
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鹿児島県最低賃金

（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額 効 力 発 生 日

時 間 額 （円）
平成 25 年 10 月 27 日

665

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

○
応
募
資
格

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
法
人
お

よ
び
そ
の
他
の
団
体

○
応
募
方
法

　

指
定
申
請
書
の
ほ
か
、
提
出
書

類
を
役
場
農
林
課
へ
持
参

○
応
募
締
切

　

３
月
17
日
（
月
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

↑指定管理者を募集する農畜産物処理加工施設

施設内にあるさまざまな加工機器
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1
月

４
日

６
日

７
日

８
日

９
日

12
日

15
日
～
16
日

17
日

18
日

21
日

22
日
～
23
日

24
日

27
日

28
日

長
島
町
成
人
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

仕
事
始
め
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

全
体
朝
礼（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

汐
見
集
落
初
会
（
汐
見
）

広
野
集
落
初
会
（
広
野
）

鬼
火
た
き
（
町
内
）

県
庁
ほ
か
年
始
挨
拶
回
り（
鹿
児
島
市
）

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

国
保
連
合
会
正
副
理
事
長
会
議

（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
消
防
出
初
式（
鷹
巣
運
動
場
）

な
が
し
ま
美う

ん
ま
か味

で
ー
お
よ
び
中
央
陳
情

（
東
京
都
）

水
産
マ
イ
ス
タ
ー
塾
卒
入
塾
式

（
長
島
町
役
場
）

す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会
運

営
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

一
郡
一
町
連
携
会
議
（
さ
つ
ま
町
）

町
村
会
理
事
会
お
よ
び
地
元
議
員
と

の
意
見
交
換
会
（
東
京
都
）

北
薩
摩
観
光
連
絡
協
議
会
観
光
Ｐ
Ｒ

（
鹿
児
島
空
港
）

県
管
理
漁
港
整
備
打
ち
合
せ

（
長
島
町
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給（
長
島
町
役
場
）

川
床
老
人
ク
ラ
ブ
新
春
座
談
会（
鷹
巣
）

平
成
25
年
度
な
が
し
ま
美う
ん
ま
か味
で
ー　

町
特
産
品
を
都
内
で
Ｐ
Ｒ

　

長
島
町
の
特
産
品
で
あ
る
ブ
リ
、
ア

オ
サ
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
デ
コ
ポ
ン
な
ど

の
販
売
促
進
を
図
る
た
め
、１
月
15
日
、

東
京
都
港
区
の
セ
レ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

で
平
成
25
年
度「
な
が
し
ま
美う

ん
ま
か味

で
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
、
都

内
で
農
水
産
物
を
取
り
扱
う
市
場
関
係

者
な
ど
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
出

席
者
ら
は
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
「
鰤

王
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」「
赤
土
バ
レ
イ

シ
ョ
の
ト
マ
ト
入
り
ブ
ラ
ン
ジ
ェ
ー

ル
」
な
ど
多
彩
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
川
添
健
町
長
は

「
長
島
の
豊
か
な
食
材
を
堪
能
し
、
販

路
拡
大
へ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
の

中
村
信
行
代
表
理
事
常
務
、
東
町
漁
業

協
同
組
合
の
山
下
伸
吾
参
事
ら
も
長
島

の
恵
み
と
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

市
場
関
係
者
ら
も
壇
上
に
上
が
り
、

都
内
で
の
特
産
品
販
路
拡
大
へ
意
気
込

み
を
話
し
た
ほ
か
、
川
添
健
町
長
が
関

係
者
と
固
い
握
手
を
交
わ
す
な
ど
、
町

特
産
品
の
販
路
拡
大
へ
向
け
て
大
き
く

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

←町の魅力を紹介する
キャンペーンレディ

↑鰤王を使った「鰤王のカル
パッチョ」などの豪華な料理

↑
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
様
子

↑会場前に特産品を並べてアピール

販
路
拡
大
に
膨
ら
む
期
待
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逝
く
年
の
空
に
ぎ
に
ぎ
と
鶴
の
こ
ゑ
　
　
　
淵
脇
　
　
護

式
部
の
実
古
墳
に
波
の
子
守
唄
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

マ
フ
ラ
ー
に
唇
う
づ
め
嘘
を
つ
く
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

耳
遠
き
こ
と
の
よ
し
あ
し
虎も
が
り
ぶ
え

落
笛
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

短
日
を
無
駄
な
く
使
ひ
く
す
り
風
呂
　
　
　
二
階
堂
妙
子

静
け
さ
や
水
面
に
浮
ぶ
冬
の
月
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

義あ

に兄
逝
く
や
た
わ
わ
に
実
る
島
蜜
柑
　
　
　
大
堂
　
早
苗

縁
側
に
日
の
回
り
く
る
吊
し
柿
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

会
館
の
新
装
祝
い
石つ

わ蕗
の
花
　
　
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

寒
椿
笑
顔
消
え
ゆ
く
母
抱い
だ

く
　
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

猫
眠
る
冬
暖
か
き
四
畳
半
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

歌
声
も
心
に
し
み
る
聖
夜
か
な
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

学
び
合
ひ
意
欲
高
ま
る
歌
会
に
笑
顔
の
ヒ
ロ
さ
ん
見
へ
ぬ

寂
し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

思
は
ぬ
に
現う
つ

し
世
を
去い

に
し
歌
人
よ
山
懐

ふ
と
こ
ろは
寒
か
ら
ま

し
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

妻
逝
き
て
気
丈
に
応
対
せ
る
夫つ
ま

の
心
思
ひ
て
尚
胸
つ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

何
事
も
そ
つ
な
く
成
せ
し
歌
友
逝
く
人
の
為
に
ぞ
尽
く
せ

し
生
涯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

［
短
歌
］

包
丁
を
持
つ
手
を
休
め
筆
を
も
ち
書
く
字
は
古
典
続
け
て

楽
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

今
の
世
は
一
寸
先
は
分
ら
ず
や
遣や
る
き気
な
く
な
る
良
い
こ
と

な
き
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

輪
に
な
つ
て
空
な
ど
見
上
げ
ス
ト
レ
ッ
チ
還
暦
野
球
至
福

な
る
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

［
俳
句
］

ひ
と
生い

く
る
時
雨
や
雫

し
づ
く
は
傍
観
者　
　
　
　

宗
方　

清
明

　節分の日、おばあちゃんとき
りちゃんは恵方巻きをつくりま
す。恵方巻きのレシピ付き、食
文化を伝える絵本です。

ま
こ
と
い
う
名
の
不
思
議
顔
の
猫

ま
こ
づ
く
し
の
総
集
編　

前
田　
　

敬
子　

著

　ガリガリだった仔猫時代から
10 年。飼い主の愛情たっぷり
に成長したまこにたくさん会え
ます。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
え
ほ
う
ま
き

野
村　

た
か
あ
き　

作

限
り
な
く
愛
と
優
し
さ
呉
れ
し
人
あ
な
た
の
笑
顔
永と

わ久
に

忘
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

帰
り
来
ぬ
人
を
悼
み
て
ペ
ン
取
れ
ど
思
ひ
溢
れ
て
冬
の
日

暮
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

友
と
呼
び
ふ
い
に
嗚
咽
の
こ
み
上
ぐ
る
忽
然
と
逝
き
し
夢

の
如
く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

親
し
か
り
し
友
寒
き
夜
に
逝
き
せ
ま
せ
り
届
き
し
年
賀
状

胸
に
抱
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

咲
き
初
め
の
水
仙
一
輪
活
け
し
と
ふ
友
終
の
歌
残
し
て
逝

け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江
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３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１

週
間
に
渡
り
、
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災

予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る

死
者
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
空
気
が
乾

燥
し
、
風
が
強
い
日
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は
心
の
警
報
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
０

　

長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３

出
水
地
区
学
校
保
健
研
究
協

議
会
を
開
催
し
ま
す

　

出
水
地
区
に
お
け
る
学
校
保
健

の
向
上
を
図
る
た
め
、
第
33
回

出
水
地
区
学
校
保
健
研
究
協
議

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
13
日
（
木
）　

　

午
後
１
時
45
分
～
４
時
40
分

○
場
所

　

町
文
化
ホ
ー
ル

○
テ
ー
マ

　

心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご
す
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
関
わ
り
か
た
は
ど
う

あ
れ
ば
よ
い
か

○
内
容

　

・
研
究
発
表

　
　
（
長
島
町
、
阿
久
根
市
代
表
）

　

・
講
演

　
　
（
南
風
病
院　

福
永
秀
敏
院
長
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
庶
務
係

　

☎
（
88
）
５
５
２
５
［
直
通
］

「
春
一
番
」
に
よ
る
海
難
防
止

強
調
月
間

　

２
月
４
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で

の
間
、
春
一
番
に
よ
る
海
難
防
止

強
調
月
間
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

時
期
は
南
寄
り
の
強
い
風
に
よ
り

過
去
に
幾
度
と
な
く
海
難
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
の
急
激

に
発
達
す
る
低
気
圧
に
危
険
性
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
最
新
の

気
象
海
象
情
報
を
入
手
し
、
安
全

運
航
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

海
上
保
安
協
会
串
木
野
支
部

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
３
６
２

確
定
申
告
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で

お
早
め
に

　

平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。
申
告
に
は
便

利
な
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
申
告
と
納
税
の
期
限

・
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

　

税
、
贈
与
税
は
３
月
17
日

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

　

地
方
消
費
税
は
３
月
31
日

○
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
贈

与
税
の
確
定
申
告
書
な
ど
を
作
成

で
き
ま
す
。

○
申
告
の
た
め
の
会
場
の
開
設

　

確
定
申
告
の
た
め
の
会
場
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
や
記

載
要
領
な
ど
の
相
談
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・
開
設
期
間

　

２
月
17
日（
月
）～
３
月
17
日(

月)

・
申
告
会
場

　

出
水
税
務
署
内

・
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
土
・
日
曜
日
は
休
み
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署　

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
９

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す

　

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
５
％
か

ら
８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

８
％
の
う
ち
１
・
７
％
は
、
地
方

消
費
税
と
し
て
都
道
府
県
の
収
入

に
な
り
、
そ
の
半
分
が
市
町
村
に

配
分
さ
れ
ま
す
。

○
引
き
上
げ
分
の
地
方
消
費
税
の

使
い
み
ち

　

年
金
、
医
療
、
介
護
の
社
会
保

障
給
付
、
少
子
化
対
策
な
ど
の
経

費○
相
談
窓
口

　

各
税
務
署
に
「
改
正
消
費
税
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
県
や
市
町
村
に
も
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

10Nagashima town Public Relations



※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
や
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署　

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
０
２
２

冬
季
の
省
エ
ネ
・
節
電
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

冬
は
、
暖
房
器
具
な
ど
の
使
用

に
よ
り
、
電
力
の
消
費
量
が
大
き

く
な
る
季
節
で
す
。
無
理
の
な
い

範
囲
で
の
省
エ
ネ
、
節
電
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

○
特
に
節
電
を
お
願
い
し
た
い
期

間
・
時
間

　

３
月
31
日
ま
で
の
平
日

　

午
前
８
時
～
午
後
９
時

○
省
エ
ネ
・
節
電
の
取
り
組
み
例

　

・
室
温
20
℃
を
心
が
け
、
照
明

　

を
で
き
る
だ
け
消
す

　

・
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
弱
」
に

　

変
え
る

　

・
便
座
保
温
、
温
水
の
設
定
温

　

度
を
下
げ
る

　

・
普
段
使
用
し
な
い
電
化
製
品

の
コ
ン
セ
ン
ト
を　

抜
き
、
待
機

電
力
を
減
ら
す

※
節
電
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
地
球
温
暖
化
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
８
６

高
血
圧
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
！

　

鹿
児
島
県
は
、 

人
口
10
万
人
あ

た
り
の
「
高
血
圧
」
の
推
計
患
者

数
が
全
国
平
均
の
１
・
４
倍
、
全

国
ワ
ー
ス
ト
５
位
で
、
高
血
圧
が

と
て
も
多
い
県
で
す
。
高
血
圧
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
放

置
す
る
と
動
脈
硬
化
が
進
行
し

「
脳
卒
中
」、「
心
筋
梗
塞
」
な
ど

の
重
い
病
気
を
発
症
し
ま
す
。
最

悪
の
場
合
、
死
に
至
り
ま
す
。
高

血
圧
予
防
の
基
本
は
、
減
塩
、
野

菜
を
た
く
さ
ん
取
る
、
体
を
動
か

す
（
運
動
、
歩
行
）、
禁
煙
な
ど

生
活
習
慣
の
改
善
で
す
。
健
康
的

な
生
活
で
高
血
圧
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
高
血
圧
で
治
療
中
の
人

は
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
医
師

の
指
導
に
従
っ
て
治
療
を
し
っ
か

り
続
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
１
７

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実

現
に
は
、
様
々
な
制
度
の
改
革
と

併
せ
て
「
企
業
人
と
し
て
の
男

性
」
や
、
家
庭
で
の
働
く
女
性
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
「
家
庭
人
と

し
て
の
男
性
」
な
ど
、
男
性
の
意

識
・
行
動
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

男
性
が
企
業
人
と
し
て
も
家
庭
人

と
し
て
も
豊
か
な
生
活
を
お
く
る

た
め
に
、
長
時
間
労
働
を
減
ら
し

て
、
女
性
と
共
に
家
事
や
育
児
、

介
護
、
地
域
活
動
に
関
わ
り
た
く

な
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
、
平
成
26
年
度
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

広
報
、
啓
発
活
動
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
募
集
内
容
（
テ
ー
マ
）

　

男
性
が
も
っ
と
家
事
や
育
児
、

介
護
、
地
域
活
動
に
関
わ
り
た
く

な
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

～
長
時
間
労
働
を
減
ら
し
て
、
仕

事
を
含
め
た
「
生
活
」
に
豊
か
さ

を
～

○ 

応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

（
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
の

も
の
に
限
り
ま
す
）

○ 

応
募
期
限

　

２
月
28
日
（
金
）

○ 

応
募
方
法

　

男
女
共
同
参
画
サ
イ
ト
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
ペ
ー
ジ

に
記
載
の
「
応
募
フ
ォ
ー
ム
」
に
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
１
通
に
つ

き
１
作
品
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
な
ど
を
記
入
の

上
、
応
募
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.gen

d
er.go.jp

/

w
eek/w

eek.htm
l

○ 

発
表

　

４
月
中
旬
（
予
定
）
に
入
賞
者

に
通
知
し
ま
す
。

○ 

表
彰
な
ど

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
内

閣
府
お
よ
び
外
部
審
査
員
に
よ
り

審
査
の
上
、
最
優
秀
賞
お
よ
び
優

秀
賞
を
決
定
し
ま
す
。

○
そ
の
他

　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
内
閣
府
に

帰
属
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
係

　

☎
03
（
５
２
５
３
）
２
１
１
１

男
女
共
同
参
画
週
間
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
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↑発表を行う浦底さん（写真右端）

出水地区青年農業者会議

　１月 17 日、出水地区青年農業者会議が町内
でありました。
　長島町、出水市、阿久根市の農業青年のほか
関係機関約６０人がブリ加工場（薄井）とバレ
イショ生産法人（山中）を視察した後、町文化
ホールで会議を行いました。
　会議では、農業経営の課題解決に向けたプロ
ジェクト発表や、農業の夢を語る意見発表があ
り、本町を代表してファーマーズクラブ会長の
浦底孝行さん（浦底）が「子牛発育改善への取
り組み」、佐々木優翠さん（城川内）が「就農
３年目をむかえて」というテーマで発表しまし
た。
　浦底さんは「元気のある発表が多かった。今
後は他地区の農業青年とも交流を深めていきた
い」と意気込みを話しました。

業青年集い夢を語る農

水産物品評会で 2 団体が受賞

待される長島の水産加工品期
　１月 17 日、県水産会館で第 60 回鹿児島県
青年・女性漁業者活動実績発表会がありました。
　会の中で、県漁業振興大会第 47 回水産物品
評会の表彰式も行われ、夢一水産（小﨑貞紀代
表、茅屋）の「バリの燻製生ハム（ブラックペッ
パー）」が水産庁長官賞を受賞し、漁業振興大
会長賞にも同水産の 2 品目が、県水産団体長
賞に生田九州男さん（本浦）の「雲丹の華」が
輝きました。
　28 日、役場内で川添健町長へ報告が行われ、
小﨑さんは「長島町水産加工グループの一員と
して、新商品開発に頑張っていきたい」と、生
田さんは「受賞したことをきっかけに、今後は
磯焼けの原因でもあるウニ駆除にも積極的に取
り組みたい」と意欲を話しました。

↑受賞を喜ぶ小﨑さん夫婦（写真右）と生田さん（同左端）

鰤王を使った調理実習

　１月 27 日、長島中学校（新田薫校長）で、
２年生を対象にブリの加工実習がありました。
　これは、地域で生産されている食材の生産過
程や流通経路を理解し、調理を通じて地域の食
文化を理解することを目的としています。
　実習は、東町漁業協同組合の養殖業者会の皆
さんを講師に迎え、ブリを３枚におろす方法を
学んだ後、それぞれの班に分かれてブリをさば
きました。魚をさばくことが初めてという生徒
が多い中、業者会員の手ほどきを受けながら包
丁を握っていました。
　村平紅太さんは「魚の臭いや、触ったりする
のが苦手だったけど、自分たちで料理をして食
べたとき、魚に感謝の気持ちでいっぱいになっ
た」と話しました。

れない魚さばきにたじたじ慣
↑養殖業者会員の手ほどきを受け、ブリをさばく生徒ら
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水産マイスター塾卒入塾式

　１月 17 日、水産マイスター塾の卒入塾式が
役場内でありました。
　式では、川添健町長から卒塾する第８期生（６
人）に修了証書が、新たに入塾する第９期生（３
人）に入塾許可証が手渡されました。
　式で川添健町長が「荒波を乗り越えられる、
強い経営者になることを期待します。日本を、
世界をリードする長島になるべく、努力してく
ださい」とあいさつしました。
　入塾生を代表して長岡直登さん（葛輪）は「海
外研修やボランティア活動を通じて、将来、水
産業のリーダーになれるよう頑張ります」と力
強く決意を述べました。

産業支える若い力水

病息災を祈願し焼き餅食す無
各集落で鬼火たき

　１月７日、町内の各集落で鬼火たきがありま
した。
　福ノ浦集落や浦底集落では、午後から育成会
などが準備を始め、広場に笹のついた竹やスギ
の木を高く積み上げ、やぐらを作りました。
　準備が整えられた広場には、集落から子ども
や高齢者ら、集落民がぞくぞくと集まりました。
積み上げられたやぐらに火が付くと、竹が割れ
る「パンッ！パンッ！」という音が鳴り響き、
白い煙が天高く上がり、正月の間、それぞれの
家で飾られたしめ縄などが火の中に放り込まれ
ました。
　集まった人は火の中から取り出されたお

・ ・

きで
餅を焼いて食べ、無病息災を祈願しました。

↑決意を述べる入塾生代表の長岡さん

↑鬼火で暖をとる親子連れら（浦底）

を飲む静寂の中で息
長島郷土かるた取り大会

　1 月 11 日、町開発総合センターで第 4 回長
島郷土かるた取り大会がありました。
　大会には、町内の小、中学校の児童生徒約
120 人が参加し、日頃の練習の成果を発揮し、
真剣な表情でかるた取りに挑みました。
　この大会で使用されるかるたは、町内各地区
の子ども会で考え作られた作品で、競技は学年
にあわせて、小学１年生から 3 年生までは並べ
たかるたを取り合う「散らし取り」で、4 年生
から中学生までは自陣に並べた持ち札をいかに
早く減らせるかを１対１で競う「源平合戦」で
行われ、白熱した戦いをみせました。

↑真剣な表情でかるたを見つめる児童ら

13 広 報 な が し ま



（　）内は前月比

11,229(  ｰ 11)
  5,418(  ｰ 3)
  5,811( ｰ 5)
  4,451(  +1)

平成 26年 1月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

↑白い可憐な花を咲かせる、町花スイセン

　

１
年
の
中
で
一
番
寒
さ
の
厳
し
い

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
月
18
日
に
は
、
第
12
回
長
島
す

い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
１
４
０
０
人
を
越
え
る
人

た
ち
が
参
加
し
、
満
開
の
白
い
可
憐

な
花
ば
な
を
楽
し
み
な
が
ら
寒
風
の

中
を
元
気
に
散
策
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
カ
月
余
り
が
過
ぎ
、

花
が
枯
れ
始
め
て
い
る
も
の
も
多
く

見
か
け
ま
す
。
花
が
枯
れ
て
し
ま
う

と
細
長
い
葉
っ
ぱ
だ
け
が
残
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

来
年
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、

こ
れ
か
ら
４
月
頃
ま
で
、
栄
養
を
球

根
に
蓄
え
る
た
め
、
球
根
に
と
っ
て

一
番
大
事
な
時
期
に
な
り
ま
す
。

　

葉
が
黄
色
く
な
れ
ば
栄
養
補
給
完

了
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
剪
定
な

ど
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
そ
っ
と
見

守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

花
は
枯
れ
て
も
栄
養
補
給
中

独
居
老
人
宅
へ
花
の
苗
を
配
布

大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い

　

１
月
27
日
、蔵
之
元
小
学
校
（
星
野
勤
校
長
）

の
児
童
が
、
下
校
時
間
に
あ
わ
せ
て
、
校
区
内

の
独
居
老
人
宅
へ
花
の
苗
を
配
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
で
一
生
懸
命
育
て
た
花
の
苗

を
年
に
２
回
独
居
老
人
宅
へ
、
児
童
ら
が
書
い

た
手
紙
を
添
え
て
配
布
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

小
浜
地
区
で
３
軒
の
高
齢
者
宅
を
回
っ
た
、

６
年
の
下
塩
見
理
紗
さ
ん
と
中
西
め
ば
え
さ
ん

が
「
私
た
ち
が
育
て
た
苗
で
す
。
大
切
に
育
て

て
く
だ
さ
い
」
と
、
手
紙
を
読
み
上
げ
苗
と
一

緒
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

苗
を
受
け
取
っ
た
迫
口
キ
ミ
ヨ
さ
ん
は
「
あ

り
が
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
育
て
た

苗
な
の
で
、
き
れ
い
に
育
て
た
い
」
と
喜
ん
だ

様
子
で
し
た
。

↑迫口さんに苗と手紙を手渡す下塩見さんと中西さん
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
と
獅
子
島

ウ
ォ
ー
ク
、
２
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
を
取
材
し
ま
し
た
。
ど
ち

ら
の
大
会
も
長
距
離
の
コ
ー
ス
に

た
く
さ
ん
の
か
た
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
自
分
よ
り
も
年
上
の

か
た
が
元
気
に
歩
く
姿
を
横
目
で

見
な
が
ら
、
車
や
バ
イ
ク
で
追
い

抜
い
て
行
く
。
恥
ず
か
し
な
が

ら
「
こ
ん
な
長
い
距
離
は
歩
き

き
れ
な
い
な
ぁ
…
」
と
心
の
中

で
ポ
ツ
リ
。
運
動
不
足
な
う
え
、

だ・

・

・

・

れ
や
め
が
や
め
ら
れ
な
い
。
そ

ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
、

重メ

タ

ボ

い
体
重
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

何
か
よ
い
方
法
は
な
い
か
と
考
え

る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
▽
２

月
に
入
り
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま

し
た
。
最
近
は
健
康
で
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。（
赤
嵜
慶
和
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

15 広 報 な が し ま



キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
ア
ピ
ー
ル

第
30
回
国
民
文
化
祭

　

鹿
児
島
県
主
催
で
、
平
成
27
年
10

月
31
日
か
ら
11
月
15
日
の
期
間
で
開

催
さ
れ
る
『
第
30
回
国
民
文
化
祭
か

ご
し
ま
２
０
１
５
』
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
が
完
成
し
、
１
月
16
日
、
本
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
同
文
化
祭
の
実
行

委
員
会
事
務
局
を
兼
ね
る
県
国
民
文

化
祭
準
備
室
の
吉
松
孝
二
室
長
と
桃

園
直
人
さ
ん
の
２
人
。

　

吉
松
室
長
は
「
全
国
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
来
鹿
し
ま
す
。
お

も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
、
長
島

町
の
魅
力
を
全
国
に
発
進
し
ま
し
ょ

う
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

↑指江庁舎を訪れたキャラバン隊



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１

２０１４３

７ ８２ ３ ４ ５ ６

１４ １５９ １１１０ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １８ １９ ２０

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

2/282/272/262/252/242/23

３０ ３１

２９

○鷹巣診療所 86-0054
○出水病院 62-0419
○こどもクリニック永松64-1500
○鶴見医院 73-0553
○白男川歯科医院 63-0009
□かしま薬局 63-3970
□会営薬局阿久根店 72-5060
□長島調剤薬局 64-5555
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○徳森歯科医院 67-3608
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○いまむらクリニック 73-1700
○田畑歯科医院 62-0888
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□市民調剤薬局 68-0150
□しおかぜ薬局 88-6011
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

春分の日

○飯尾医院 88-5040
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○東医院 67-1861
○門松医院 64-6100
○児島歯科医院 86-1266
□こがね薬局 64-1132
□あじさい薬局 67-2055
□ゆうゆう薬局 73-2907

○鷹巣診療所 86-0054
○よう皮ふ科医院 63-1112
○二宮医院 62-0167
○山田クリニック 72-0420
○ちゃえん歯科 67-2325
□あすか薬局 63-7322
□よつば薬局 79-4331
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●３月 21日は春分の日です。
　春分の日は「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○長島クリニック88-6405
○奥田蘇明会医院 82-3998
○つかさとクリニック 67-5560
○北国医院 72-0016
○橋口歯科医院 73-0508
□いまがま調剤薬局 65-7550
□上野薬局 72-1016
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611


